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6.情報発信（広報・広告など） 

 

 図書館はこれまで、地域の情報センターとしての役割を担うとともに、市民サービスの向上と

地域社会の活性化を図るため、紙媒体やＩＣＴツールを活用し、時には商業媒体の協力を得なが

ら、広報活動・広告事業に努めてきた。 

25 年度は広報広聴を担う分析・ＰＲチームをあらたに立上げ、中長期の広報活動方針策定の

準備をすすめ、広報活動の有効性を高めるための研究を行った。 

コンピュータシステム入替えを機に、Ｗｅｂサイトの大幅リニューアルを行った。 

メールマガジンは、67 回配信し、登録者総数も 1,669 件に増えた。Ｗｅｂサイトから検索条

件を自由に設定できる新着図書メール配信を開始。従来の新着図書案内に加えて、利用者個々の

ニーズに沿った新着情報を取得できる環境を整えた。 

ブックプラネット事業や北摂アーカイブスが全国的にも関心を集めている。また、市民との協

働や、地域に根ざす図書館サービスについて地域ラジオ局や出版物で取り上げられ、関心が高ま

っている。今後も情報提供に努め、地域のメディアとも連携を深めていくと同時に、各地の先進

的な事例や取組みについても、意識して収集しサービス向上に反映していく。 

豊中市の新たな財源を確保し、市民サービスの向上及び地域経済の活性化を図ることを目的と

した広告事業については、Ｗｅｂサイトへのバナー広告掲載が 4社となった。さらに、利用者用

蔵書検索端末等で使用するレシートへの広告掲載は、民間事業者や庁内各課から依頼があり、掲

載期間に応じた量の専用ロール紙の提供を受けた。 

今後は、Ｗｅｂサイトやメールマガジンにとどまらず、図書館外部の広報媒体にも積極的に働

きかける。また、「図書館サービスを利用してよかった」という口コミが利用の拡大につながる

よう、接遇マナーの向上をはかるなどあらゆる場面で広報を意識して取組んでいく。 

一方、広報とともに広聴活動においても、市民の声を積極的に集め、業務改善をすすめることで

図書館サービスの充実につなげていく。 
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メディアでの紹介 
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7.職員による出前講座・講師派遣、視察 

 

〈子育てに絵本の楽しさを〉       

・「出前絵本講座」「出前おはなし会」  

地域の子育てサークルや子育て支援センター、妊婦教室、千里おやこふれあい広場、高校生

の家庭科保育の授業などに出向いて子育てとともに楽しむ絵本の紹介やよみきかせ。 

                                  市内 49 ヵ所 74 回 参加者 3,026 人 

 

〈小学生への図書館活用指導、おはなし会〉 

・「放課後子どもクラブ」「人権まちづくりセンターへの出前おはなし会」 

 子どもたちの身近な場所に出向いてのおはなし会。 

・「学校訪問」「自由研究おたすけＤＡＹ」 

 子どもたちに図書館に親しんでもらうとともに、調べ学習に役立つ情報の提供を行う。 

                          市内 4 ヶ所 18 回 参加者 478 人 

 

〈子どもを取りまく大人への支援〉 

・「子どもと本をつなぐ絵本講座」「ボランティアバックアップ講座」「絵本講座」 

 子どもと本をつなぐボランティアの支援・育成、幼稚園教諭・保育士を対象にした読み聞 か

せ講座。                        

市内 7ヵ所 13 回 参加者 348 人 

・「新任高校教諭の職業体験」「校内研修」など 

 教諭や学校図書館司書への図書館の活用やブックプラネットについての研修。 

                                                      市内 9か所 11 回 参加者 216 人 

 

〈大人も楽しむ本の世界〉 

・「大人のための絵本カフェ」「コラボ大学」 

市民主催の講座でテーマにそった本の紹介をしました。        12 回 参加者 684 人 

 

 

〈暮らしに役立つ図書館〉 

・「健康カレッジ」「産業フェア」 

 地域保健課や地域経済課など市他部局主催の事業への参加および図書館 PR・資料の貸出 

      9 回 参加者 409 人 

 

※産業フェアの参加人数は含まず 

〈豊中から全国各地へ〉 

  他市、他県の図書館や図書館関連団体で開催された講演会や講座に、講師として参加しまし

た。 

・レファレンス共同データベース事業フォーラム  

レファ協活用と地域の魅力再発見について         於：国立国会図書館関西館                 

・近畿公共図書館協議会研究集会（兼児童部門研究集会）  
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図書館サービスのこれから～情報と交流の拠点をめざして～    於：和歌山県立図書館 

・平成 25 年度全国公共図書館研究集会  

北摂アーカイブスについて          於：村山市総合文化複合施設甑葉プラザ 

・図書館職員スキルアップ研修  

豊中における学校図書館支援サービスについて     於：大阪府立中之島図書館 

・図書館職員等研修講座（基本研修） 

『とよなかブックプラネット事業』がめざす連携       於：岡山県立図書館 

・公共図書館システム研修会  

「とよなかブックプラネット事業」の取組み  於：富士通関西システムラボラトリ 

 

〈全国各地から豊中の図書館へ〉   

視察（とよなかブックプラネット事業、公共図書館運営） 

  東大阪市・吹田市・交野市・島本町・神戸市・奈良市・和歌山市・岐阜市・一宮市・田原

市・北海道岩見沢市・サンマテオ市など                         全国から 12 か所以上  
 

 

 

8.図書館協議会 

 

平成 25 年度は 6 回（4・5・6・10・11・1 月）開催された。運営のあり方と施設配置のあり

方に関わる二つの答申、「指定管理者制度（部分委託のあり方を含む）の導入について」と「豊

中市立図書館の今後の戦略的な施設配置について ― 特色ある図書館づくりや地域の知の拠点

としての施設のありようなどをふまえて」を受けた。 

 

平成 25 年度の委員一覧 

            

       

      

 

 

 

 

 

 

       

      

      

◎委員長 ○委員長職務代行者 

 

 

名 前 団体名・役職等 

舟  岡  直  子 小学校長代表 

大  野   俊  介 中学校長代表 

森  山   みさと 幼稚園長代表 

橘  高   美那子 婦人団体連絡協議会 

松  田   美和子 豊中子ども文庫連絡会 

鵜  川   ま  き 豊中図書館の未来を考える会 

◎ 岸  本  岳  文 学識経験者 

○ 渥  美   公  秀 学識経験者 

村  上   泰  子 学識経験者 

杉  浦  公  男 市民公募 
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9.図書館評価 

 

図書館運営を振り返り、効果的・効率的な運営と、より一層の図書館サービスの向上および地

域との情報共有を図る仕組みとして平成 20 年度から「豊中市立図書館評価システム」（以下、「評

価システム」）を導入し、図書館運営に関する自己点検・自己評価を実施してきた。 

図書館協議会による「豊中市立図書館の運営状況に関する評価報告書」（25 年 5月）において

目標の妥当性や達成状況の評価とともに、「地域における図書館の役割をしっかりと見据えたう

えで、優先順位を明確にし、スピード感とコスト意識をもって取組むことが肝要である」との指

摘を受けた。 

図書館はこれまで「評価システム」に基づき、図書館事業全般について、業務の改善を行って

きた。自己点検評価・外部評価のサイクルを 2回実施するなかで、豊中の図書館としての課題や

今後取り組むべき方向性を見出すことができた。 

「豊中市立図書館の中長期計画」（以下、グランドデザイン）の策定を機に、今後は毎年度の

図書館事業の進行管理を、「評価システム」から「グランドデザイン」に移行することとした。 

評価については、「豊中市の図書館活動」の統計編に簡略化した形で組込み、「評価システム」に

よる自己点検評価は、次回の外部評価の際に実施する方向を検討していく。 
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10.グランドデザインの進捗状況 



３５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３６ 

 

 



３７ 

 

 



３８ 

 

11.とよなかブックプラネット事業 

 

「とよなかブックプラネット事業」においては、平成 25 年 4月 

より学校図書館の蔵書管理システム、情報共有、授業活用データ 

ベースからなる「とよなか読書活動支援システム」を稼働させ、 

「学校図書館支援ライブラリー」（庄内幸町図書館 2階）の整備を 

進めることにより、「人」「物流」「情報」の 3 つの側面からの学校 

図書館の機能向上を進め、多様な読書活動の一層の普及・定着を図る取組みを行った。 

今年度は特に、学校図書館の資料を活用した授業で児童・生徒が制作した作品を市立図書館で

展示し、地域の人に見ていただける機会が増えた。 

また昨年度に引き続き、夏休み中に休館日の市立図書館で児童・生徒が調べ学習を体験する「知

的探究合戦『めざせ！図書館の達人』」、「子ども読書活動フォーラム」（児童文学作家によるトー

クライブと小中学校長、市立図書館長、教育監によるビブリオバトル）を開催した。 

本年度末のとよなかブックプラネット事業推進委員会において、事業が計画通りに進捗し、

学校図書館のいっそうの活用をはかり読書活動日本一をめざすための環境整備が一定整ったこ

とを確認した。今後は、整備した読書環境を効果的に利活用した取組みを引き続き推進し、その

進行状況と効果確認を継続して行っていく。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 25 年度子ども読書活動フォーラムの様子 

市立図書館での 
作品展示の様子 


